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ら
は
部
屋
の
隅
に
絨
毯
を
敷
い
て

お
祈
り
を
始
め
る
。
祈
り
の
前
に

は
水
で
顔
を
洗
い
、
手
を
肘
ま
で

洗
い
、
髪
の
生
え
際
を
洗
い
、
足

の
く
る
ぶ
し
ま
で
洗
っ
て
身
を
清

め
る
。
５
時
前
、
12
時
半
頃
、
16

時
前
、
18
時
半
頃
、
20
時
頃
、
モ

ス
ク
か
ら
も
テ
レ
ビ
か
ら
も
祈
り

を
促
す
放
送
が
流
れ
る
。
特
に
朝

と
夜
の
祈
り
が
大
事
だ
そ
う
だ
。

昼
間
に
時
間
が
取
れ
な
い
と
２
つ

初
め
て
日
本
で
ム
ス
リ
ム
女
性

を
見
た
時
、
目
が
点
に
な
っ
た
。

Ｔ
シ
ャ
ツ
・
ジ
ー
パ
ン
に
ス
カ
ー

フ
？
、
な
ぜ
い
つ
も
身
に
つ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
だ
ろ
う
？
、

と
気
の
毒
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
周
り
が
皆
ス

カ
ー
フ
と
い
う
世
界
に
身
を
置
く

と
、
こ
れ
が
普
通
に
思
え
て
く
る

か
ら
不
思
議
だ
。
彼
女
達
は
家
で

は
ス
カ
ー
フ
を
し
な
い
の
で
、
私

達
が
帽
子
の
お
し
ゃ
れ
を
楽
し
む

よ
う
に
、
出
か
け
る
時
に
は
鏡
の

前
で
お
め
か
し
を
す
る
。
ス
カ
ー

フ
に
は
本
当
に
い
ろ
ん
な
色
や
形

や
付
け
方
が
あ
っ
て
、
美
し
く
装

う
彼
女
達
が
う
ら
や
ま
し
く
な
っ

た
私
は
、
白
い
ジ
ル
バ
ブ
（
短
め

で
被
る
タ
イ
プ
）
を
買
っ
た
。
こ

れ
な
ら
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
も
大

丈
夫
ら
し
い
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
国
別
の
ム

ス
リ
ム
人
口
が
最
も
多
い
。私
は
、

Ｐ
Ｈ
Ｄ
協
会
（
神
戸
の
国
際
協
力

団
体
）
が
支
援
す
る
西
ス
マ
ト
ラ

州
の
村
を
訪
ね
た
の
だ
が
、
こ
こ

の
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
人
は
世
界
最
大

の
母
系
社
会
で
暮
ら
し
て
い
る
。

父
系
が
強
い
イ
ス
ラ
ム
で
あ
り
な

が
ら
財
産
は
女
性
が
相
続
す
る
慣

習
が
と
て
も
興
味
深
く
、
一
緒
に

活
動
し
な
が
ら
質
問
攻
め
に
し
て

し
ま
っ
た
。
ふ
と
気
づ
く
と
、
彼

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
る
か

ら
だ
。
し
か
し
肉
食
す
べ
て
を
禁

じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
断
食

だ
っ
て
、
日
没
後
は
飲
食
可
能
な

の
で
絶
食
で
は
な
い
。
私
の
実
家

は
禅
寺
で
、
弟
は
２
年
間
修
行
し

て
住
職
に
な
っ
た
が
、
肉
食
妻
帯

せ
ず
修
行
を
続
け
れ
ば
高
僧
に
な

れ
る
。
一
方
、
イ
ス
ラ
ム
に
は
モ

ス
ク
に
常
駐
す
る
特
別
な
聖
職
者

は
い
な
い
。
ウ
ラ
マ
ー
と
呼
ば
れ

る
指
導
者
に
は
コ
ー
ラ
ン
に
つ
い

て
深
く
学
べ
ば
誰
で
も
な
れ
、
結

婚
し
て
い
る
方
が
望
ま
し
い
。
禁

欲
で
も
快
楽
で
も
な
く
、
普
通
の

人
間
の
た
め
の
節
制
の
教
え
な
の

だ
と
思
っ
た
。
人
間
の
欲
望
を
認

め
、
そ
れ
を
追
求
し
す
ぎ
な
い
仕

組
み
は
、
ち
ょ
う
ど
ア
ク
セ
ル
と

ブ
レ
ー
キ
が
ほ
ど
よ
い
車
の
よ
う

で
、
ア
ク
セ
ル
ば
か
り
踏
ん
で
い

る
資
本
主
義
経
済
は
さ
ぞ
か
し
傲

慢
に
映
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

Ｐ
Ｈ
Ｄ
協
会
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

人
研
修
生
は
、
２
０
０
１
年
９
月

11
日
の
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
後
、

ム
ス
リ
ム
と
わ
か
る
と
日
本
で
不

審
者
扱
い
さ
れ
た
と
い
う
。
私
の

学
校
で
も
、
イ
ス
ラ
ム
＝
怖
い
と

い
う
印
象
を
持
つ
生
徒
が
多
か
っ

た
が
、
自
爆
テ
ロ
の
犯
人
が
直
前

に
飲
酒
し
て
い
た
こ
と
、
そ
も
そ

も
イ
ス
ラ
ム
で
は
自
殺
は
禁
止
と

い
う
こ
と
、「
イ
ス
ラ
ム
国
」
が

ヨ
ル
ダ
ン
人
を
焼
き
殺
し
た
が
火

葬
は
禁
止
と
い
う
こ
と
を
人
権
学

習
で
学
び
、
一
部
の
不
心
得
者
の

せ
い
で
多
く
の
ム
ス
リ
ム
が
誤
解

さ
れ
、
傷
つ
い
て
い
る
こ
と
を
理

解
し
た
。
す
で
に
た
く
さ
ん
の
ム

ス
リ
ム
が
、
観
光
や
留
学
や
仕
事

で
来
日
し
て
い
る
。
彼
ら
と
の
良

い
出
会
い
を
期
待
す
る
と
と
も

に
、
シ
リ
ア
や
イ
ラ
ク
、
パ
レ
ス

チ
ナ
の
人
々
に
思
い
を
馳
せ
て
い

き
た
い
と
思
う
。

�

（
京
都
府
立
洛
北
高
等
学
校
教
諭
）

あ
わ
せ
て
行
う
こ
と
も
許
さ
れ
て

い
る
が
、
仕
事
を
理
由
に
省
略
し

て
は
い
け
な
い
。
車
中
で
座
っ
た

ま
ま
で
も
、
病
気
で
手
を
挙
げ
ら

れ
な
く
て
も
目
だ
け
で
で
き
る
そ

う
だ
。
彼
ら
は
１
日
５
回
、
自
分

自
身
に
立
ち
返
る
時
間
を
持
っ
て

い
る
。
ラ
マ
ダ
ー
ン
も
、
イ
ス
ラ

ム
成
立
時
の
、
十
分
に
食
事
が
と

れ
な
か
っ
た
頃
に
立
ち
返
る
た
め

の
も
の
だ
ろ
う
。

村
で
コ
ー
ラ
ン
を
教
え
る
男
性

か
ら
、
な
ぜ
ム
ス
リ
ム
は
豚
肉
を

食
べ
な
い
か
わ
か
る
か
と
尋
ね
ら

れ
た
。
腐
り
や
す
い
か
ら
病
気
予

防
で
は
と
言
う
と
、
暑
い
所
で
は

豚
肉
は
食
欲
を
そ
そ
り
、
一
口
で

は
止
ま
ら
な
く
な
る
か
ら
だ
と
教

え
て
く
れ
た
。
酒
や
賭
け
事
を
禁

じ
て
い
る
の
も
、
自
分
で
自
分
を

イ
ス
ラ
ム
へ
の
思
い

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　

�

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員� 

　

�

金
山
　
顕
子
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関
東
活
動
セ
ン
タ
ー

１
月
23
日
（
土
）、
早
稲
田
教

会
に
お
い
て
、
２
０
１
５
年
度
関

東
フ
ォ
ー
ラ
ム
宗
教
対
話
Ⅲ
「
こ

れ
で
い
い
の
か
日
本
の
キ
リ
ス
ト

教
」
が
開
催
さ
れ
た
。
早
稲
田
奉

仕
園
と
共
催
、
出
席
者
は
18
名
。

講
師
に
Ｓ
Ｃ
Ｆ
（
日
本
キ
リ
ス
ト

教
団　

学
生
・
青
年
セ
ン
タ
ー
）

主
事
の
野
田
沢
氏
を
迎
え
た
。

野
田
氏
は
「
青
年
伝
道
は
ほ
ぼ

死
語
」
と
語
り
つ
つ
、
言
い
換
え

ら
れ
る
用
語
が
現
在
他
に
な
い
こ

と
を
示
す
。
話
題
は
Ｓ
Ｃ
Ｆ
の
取

り
組
み
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
キ

リ
ス
ト
教
の
他
団
体
や
他
宗
教
に

お
け
る
青
年
育
成
活
動
に
も
話
は

及
ん
だ
。

「
社
会
状
況
は
変
わ
れ
ど
、
若

者
は
い
つ
の
時
代
も
同
じ
」
…
必

死
で
生
き
な
が
ら
、
生
の
意
味
を

常
に
模
索
し
て
い
る
若
者
た
ち
。

居
場
所
を
提
供
す
べ
く
、
Ｓ
Ｃ
Ｆ

で
は
、
働
く
若
者
が
集
い
や
す
い

曜
日
と
時
間
に
聖
書
を
読
む
会
を

設
け
て
い
る
。
労
働
環
境
の
厳
し

さ
や
孤
立
し
や
す
さ
ゆ
え
、
若
い

社
会
人
に
こ
そ
居
場
所
の
必
要
さ

を
感
じ
る
、
と
野
田
氏
。

青
年
に
対
す
る
取
り
組
み
は
、

多
く
の
教
会
が
課
題
と
し
な
が
ら

も
、及
び
腰
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。

し
か
し
、
必
要
な
の
は
見
か
け
で

は
な
く
、「
福
音
・
真
理
」
を
青

年
に
伝
わ
る
形
で
伝
え
る
こ
と
。

ま
た
、
青
年
を
信
じ
、
任
せ
、
と

こ
と
ん
付
き
合
う
こ
と
。
教
会
の

課
題
を
浮
き
彫
り
に
し
つ
つ
、
氏

の
率
直
な
意
見
と
提
案
に
富
ん
だ

ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。

�

（
報
告
：
望
月
麻
生
）

謹
賀
新
年

今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

公
益
財
団
法
人
日
本
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
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西
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●
２
０
１
５
年
度 

関
東
フ
ォ
ー
ラ
ム　

宗
教
対
話
Ⅲ

 

「
こ
れ
で
い
い
の
か
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
」

学
生
キ
リ
ス
ト
教
友

愛
会
（
Ｓ
Ｃ
Ｆ
）
牧
師　

野 

田
　 

沢
さ
ん

２
０
１
６
年
１
月
２
３
日
（
土
）

会
場　

早
稲
田
教
会
ロ
ビ
ー

共
催
：
早
稲
田
奉
仕
園
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の
展
示
は
、
昨
年
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
の
一
部
を

紹
介
す
る
も
の
で
、
多
く
の
方
に

ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

能
楽
堂
で
の
邦
楽
の
演
奏
は
、

比
叡
山
か
ら
降
り
て
く
る
紅
葉
と

相
ま
っ
て
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
な
ら

で
は
の
風
景
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
午
後
か
ら
開
か
れ
た
竹
中
真

氏
に
よ
る
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
の
演
奏

は
「
戦
後
７
０
年
、
日
本
と
世
界

の
秋
の
音
楽
」
と
題
さ
れ
、
秋
を

心
配
さ
れ
た
天
候
で
し
た
が
、

予
報
に
反
し
て
雨
が
な
く
、
さ
わ

や
か
な
中
で
、
も
み
じ
ま
つ
り
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
茶
席
は
、
野
点
席
は
残
念
な
が

ら
屋
内
に
変
更
し
ま
し
た
が
、
清

心
庵
や
広
間
席
と
と
も
に
多
く
の

方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し

た
。故

竹
中
正
夫
先
生
の
集
め
ら
れ

た｢

ア
ジ
ア
キ
リ
ス
ト
教
美
術｣

通
や
販
売
な
ど
地
域
経
済
全
体
へ

の
影
響
を
免
れ
な
い
と
い
う
こ
と

が
強
く
印
象
に
残
っ
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
３
で
は
、
各
地
で

の
農
村
と
都
市
住
民
と
を
結
ぶ
取

り
組
み
等
の
事
例
紹
介
の
後
、「
農

村
・
生
産
者
」「
都
市
・
消
費
者
」「
教

育
者
」
の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら「
グ

ロ
ー
バ
ル
競
争
に
負
け
な
い
暮
ら

し
」
を
創
る
た
め
に
で
き
る
こ
と

に
つ
い
て
考
え
た
。

格
差
社
会
と
言
わ
れ
る
現
在
、

「
強
い
も
の
が
よ
り
強
く
」
な
る

の
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
生
命
を

守
り
、
持
続
可
能
な
暮
ら
し
を
創

り
出
し
て
い
く
た
め
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
、
今
一
度
「
何
が
で

き
る
の
か
」
を
具
体
的
に
考
え
、

実
行
し
て
い
き
た
い
。

テ
ー
マ
に
し
た
も
の
と
ク
リ
ス
マ

ス
メ
ロ
デ
ィ
ー
な
ど
を
織
り
交
ぜ

て
、
満
堂
の
客
を
楽
し
ま
せ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
演
奏
の
合
間
に

語
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
聴
衆
に

感
銘
を
与
え
る
も
の
で
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
こ
の
音
楽
会

は
是
非
春
に
も
と
い
う
希
望
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

 
●
２
０
１
５
年
度
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

 
　 
も
み
じ
ま
つ
り

２
０
１
５
年
１
１
月
２
３
日（
月
・
祝
）

共
催
：
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
活
動
セ
ン
タ
ー

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

協
定
案
公
開
の
２
日
後
に
開
催
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
参
加
者
の
関

心
が
高
く
、
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
１
で
は
、
松
平
さ

ん
か
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
が
進
め
ら
れ

る
中
で
予
想
さ
れ
る
私
た
ち
の
今

後
の
暮
ら
し
へ
の
影
響
や
各
国
の

動
き
に
つ
い
て
最
新
の
情
報
を
提

示
し
て
い
た
だ
き
、
日
本
の
農
業

や
医
療
等
の
分
野
で
大
き
な
影
響

が
出
る
こ
と
が
予
想
で
き
る
こ
と

を
知
っ
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
２
で
は
、
日
本
の

農
村
や
農
家
の
実
態
に
つ
い
て
、

講
師
か
ら
の
報
告
だ
け
で
は
な
く

参
加
者
か
ら
も
積
極
的
な
意
見
が

出
さ
れ
た
。
現
在
で
も
不
安
定
で

あ
る
国
内
の
食
料
供
給
の
中
で
Ｔ

Ｐ
Ｐ
協
定
が
締
結
さ
れ
る
と
、
流
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◆関東活動センター
■聖書講座2015「新しい聖書の学び」
「「イエスの譬え話」に響く声」（全10回）
講　師：�山口里子さん（日本フェミ

ニスト神学・宣教センター
共同ディレクター）

日　時：�⑩2016年2月9日、火曜
18:30～20:00

会　場：�早稲田教会ロビー
参加費：�1,200 円／学生 500 円
テキスト：『イエスの譬え話 1』
共　催：�早稲田奉仕園
■第 7回神学生交流プログラム
主題：「今、旧約聖書の世界から考える」
講　師：�並木浩一さん（ＩＣＵ名誉

教授）
校　長：�関田寛雄さん（日本基督教

団神奈川教区巡回牧師）
日　時：�2016年3月7日（月）～9日（水）
会　場：�聖公会ナザレ修女会エピ

ファニー館
対　象：�学校推薦を受けた神学生
◆関西セミナーハウス　修学院きらら山荘
■月釜　清心会
日　時：�2016年2月14日（日）、3月

13日（日）
� � 9:00 ～ 15:00 受付（1、8

月を除く年 10回）
於：関西セミナーハウス
年会費：�5,000円、臨時会費1,000円

◆関西セミナーハウス活動センター
■2015年度修学院フォーラム「社会」
第 2回「キリスト教徒の良心と現
実の政治の間で」
講　師：�佐藤　優さん（作家・元外

務省主任分析官）
日　時：�2016 年 1月 30日（土）
� � 13:30 ～ 17:30
会　場：�関西セミナーハウス
参加費：�一般3,000円、学生1,000円

■2016年度修学院フォーラム「いのち」
第 1回「いのちを見つめて～介護
百人一首～」
講　師：�安森　敏隆さん（同志社女

子大学名誉教授）
日　時：� �2016年4月23日（土）
� � 13:30～17:30
会　場：�関西セミナーハウス
参加費：�一般2,300円、学生1,000円

プログラム案内

公益財団法人　日本クリスチャン・アカデミー
代表理事　小久保　正

本部事務局
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

TEL 075-711-2147
FAX 075-701-5256

関東活動センター
〒 169-0051　東京都新宿区西早稲田 2-3-18

日本キリスト教会館 6Ｆ
TEL 03-3207-6198

E-mail:info@academy-tokyo.com

関西セミナーハウス /
関西セミナーハウス活動センター
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

FAX 075-701-5256

関西セミナーハウス
TEL 075-711-2115

E-mail:info@kansai-seminarhouse.com

関西セミナーハウス活動センター
TEL 075-711-2117

E-mail:office@academy-kansai.org

財団本部
� http://www.academy-nippon.com
関東活動センター
� http://www.academy-tokyo.com
関西セミナーハウス
�http://www.kansai-seminarhouse.com/
関西セミナーハウス活動センター
� http://www.academy-kansai.org

2015 年 11 月 1日～ 2015 年 11 月 30 日
� （順不同・敬称略 )

◆財団本部
寄付金
土井　健司	 10,000
◆関東活動センター
賛助会費
市川　邦雄	 5,000	
渡辺　眞知子	 5,000	
吉田　　豊	 5,000	
服部　千賀子	 5,000	
横野　朝彦	 10,000	
松浦　茂長	 5,000	

寄付金（クリスマス寄付金を含む）
伊藤　百合子	 3,000	
宮本　旻祐	 5,000	

神学生交流プログラム寄付金
聖公会神学院	 50,000	
早稲田奉仕園	 10,000	
小久保　正	 10,000	
日本聖書神学校	 30,000	
関田　寛雄	 10,000	
市川　邦雄	 5,000	
宮本　旻祐	 5,000	
竹中　百合子	 5,000	
高畑　昭久	 5,000	
川北　かおり	 10,000	
坂口　みどり	 3,000	
春名　康範	 10,000	
大橋　祐治	 3,000	
成岡　宏晃	 5,000	
藤倉　寿美子	 5,000	
松井　直樹	 5,000	
荒井　　献	 5,000	
古賀　暢子	 5,000	
小沢　英輔	 5,000	
手銭　秀夫	 5,000	
横野　朝彦	 10,000	
◆関西セミナーハウス
寄付金
長谷川　義紘	 10,000
平野　　正	 5,000
山崎　　満	 5,000

岡本　仁彦・泰子	 10,000
中村　英明（中村泰洋園）	 10,000
井上　康三郎	 10,000
奥田　正義	 3,000
初田　　勝	 10,000
山内　　博	 10,000
株式会社アイウィル　染谷昌克	 50,000
株式会社京都スタッフ	 20,000
櫻楓会	 10,000
大原　松雄	 10,000
ＴＭＩ総合法律事務所	 300,000
津田　友一	 5,000
上野塗工株式会社	 20,000
有限会社エヌアール企画	 10,000
◆関西セミナーハウス活動センター
賛助会費
鈴木　正穂	 3,000
柳原　清美	 3,000
寄付金（エネルギープログラムなど
への寄付金を含む）
大谷　光真	 5,000
髙畑　恵子	 3,000
喜多村　やよい	 10,000
井上　勇一	 5,000
匿　名	 1,000
野田　純一	 5,000
柳井　繁彌	 3,000
もみじまつり寄付金
長谷川　義紘	 10,000
㈱祇園辻利	 4,000
中村泰洋園	中村英明	 6,000
㈱藤木工務店	 10,000
鳥井　清司	 6,000
島田　　恒	 10,000
喜多村　やよい	 5,000
井上　勇一	 5,000
大下　　道	 2,000
魚木　アサ	 2,000
小林　哲夫	 5,000
社会福祉法人修光学園	 5,000
山口　　務	 10,000
宮本　桂子	 1,000
	以上、感謝をもってご報告申し上げます。

賛 助 会 費 ・ 寄 付 金 報 告


